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第１ 業務の概要                         

１ 業務名 

グループウェア導入業務委託 

２ 目的 

本業務は、優れたグループウェアシステムを導入し、情報共有の迅速化、プロジェクト

管理の効率化など組織体制の強化を図るとともに、セキュリティの向上とデータ管理の一

元化により、組織全体の生産性の向上を目的とする。 

また、現在使用するグループウェアのサービス終了時期である令和８年３月末日までに、

確実かつ容易なデータ移行が可能であり、ユーザーが直感的で使いやすいＵＩ/ＵＸであ

るシステムを採用するものとする。 

ついては、公募型プロポーザル方式により、優れた提案を広く求め、価格評価のみなら

ず、企画提案書やヒアリング内容等を総合的に判断し、最も優れた企画提案を行った事業

者を、本業務委託の受託者として特定する。 

３ 業務内容 

【別紙】「グループウェア導入業務委託」仕様書のとおり  

４ 委託期間  

契約締結日から令和８年３月 31日まで 

５ 提案上限額 

本業務に係る費用の合計額は、6,127,000円以内とする（消費税および地方消費税を含

む。）。この合計額を超えた提案は、無効とする。 

 

第２ 応募に関する事項                  

１ 参加資格 

次の条件のいずれにも該当し、志布志市において実施するプレゼンテーション等に参加

できるものとする。 

 

(1)志布志市物品又は役務の調達等入札参加資格審査要綱（平成 18年志布志市告示第 15

号）第３条第１項に規定する入札参加資格を認められている者（以下、法人等）であ

ること。なお、公募開始時点で認定されていない場合は、参加申込書の提出までに認

定を受けること。 
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(2)経営状態が著しく不健全でないものであること。 

(3)国又は地方公共団体との契約に関して指名停止措置を受けていない者であること。 

(4)地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167条の 4の規定に該当しない者であ

ること。 

(5)会社更生法（平成 14年法律第 154号）に基づく更生手続開始の申し立て又は民事再生

法（平成 11年法律第 225号）に基づく再生手続開始の申し立てがなされていない者で

あること。 

(6)破産法（平成 16年法律第 75号）に基づく破産手続開始の申立てをしていないこと。 

(7)自己又は自社の役員などが、次のいずれにも該当する者でないこと及び次のアからキ

までに掲げる者が、その経営に実質的に関与していないこと。 

ア 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止などに関する法律（平成３年法律第 

77号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ） 

イ 暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止などに関する法律第２条第６号に規 

定する暴力団員をいう。以下同じ） 

ウ 暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者 

エ 自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目 

的をもって暴力団又は暴力団員を利用している者 

   オ 暴力団若しくは暴力団員に対して資金などを提供し、又は便宜を供与するなど、 

直接的又は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者 

カ 暴力団、または暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

キ 暴力団、または暴力団員であることを知りながら、これらを利用している者 

※(2)～(7)については、連携協力企業など（参加する者と協力し、当該参加する者の責任

の下に本業務の一部を行う者）があるときは、当該連携協力企業などにおいても同様とす

る。 

２ スケジュール 

項目 日程 備考 

公募の開始 令和７年７月 23日（水） 市ホームページ掲載 

質問の受付 令和７年７月 23日（水）～ 

令和７年７月 30日（水）午後５時 

 

質問の回答 
令和７年８月１日（金）まで 

順次、市ホームページへ

掲載 

参加申込 令和７年７月 23日（水）～ 

令和７年８月４日（月）午後５時 

直接持参又は郵送 

（必着） 

企画提案書等の提出 令和７年８月５日（火）～ 

令和７年８月 20日（水）午後５時 

直接持参又は郵送 

（必着） 

プレゼンテーション・審

査 
令和７年８月 28日（木） 

時間等詳細は電子メー

ルにて通知 
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結果通知 令和７年９月 16日（火）（予定）  

契約締結 令和７年９月中  

３ 参加申込書の提出 

⑴  提出期間 

令和７年７月 23日（水）から８月４日（月）（必着） 

なお、閉庁日を除く午前９時から午後５時までに提出すること。 

※書類の不備による再提出及び修正含む。 

 

⑵ 提出書類 

このプロポーザルに参加を希望する場合は、次の書類を各１部提出しなければならない。 

ア プロポーザル参加申込書（様式第１号） 

イ 法人の概要、役員・社員名簿（任意様式） 

ウ 定款（写し可） 

エ 法人登記履歴事項全部証明書（発行後３か月以内の原本に限る。） 

オ 決算書（直近１期分） 

カ 法人税及び消費税及地方消費税に未納額のない証明（税務署発行） 

キ 受注実績調書 

ク 会社概要調書 

ケ 各種資格を証明する書類 

 

⑶ 参加申込書類等の提出方法  

上記提出書類について、直接持参又は郵送により志布志市総合政策課ＤＸ・広報グルー

プへ提出すること。 

 

⑷ 提出先 

 志布志市役所 総合政策課ＤＸ・広報グループ 

 〒899-7192 鹿児島県志布志市志布志町志布志２丁目１番１号 

 

⑸ 参加資格確認通知 

参加資格の確認については、申請書等の提出期限日をもって行うものとし、参加資 

格がないと認めた場合には、電子メールにより通知する。 

なお、参加資格を認めた者であっても、当該確認後に参加資格を満たさないことが 

明らかになったときは、当該参加資格を取り消すものとする。 

 

⑹ 参加辞退 

参加申込書提出日以降に参加を辞退する場合、辞退届（様式第４号）を総合政策課へ事

前に電話連絡の上、持参又は郵送して提出すること。 
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なお、すでに提出された書類は返却しない。 

４ 質問および回答 

本プロポーザルに関して質問がある場合は、質問書（様式第５号）を電子メールにより 

提出すること。電子メールによる質問書以外での質問（メール本文内での質問、電話での 

問い合わせ等）については、一切回答しないものとする。 

 

⑴ 質問書の受付 

ア 提出期間 

令和７年７月 23日（水）から令和７年７月 30日（水）午後５時まで 

 

イ 質問の送付先 

志布志市 総合政策課ＤＸ・広報グループ 

E-mail:dxkouhou1@city.shibushi.lg.jp 

なお、件名は「グループウェア導入業務委託質問書の送付について」とすること。 

 

⑵ 質問の回答 

質問に対する回答は、令和７年８月１日（金）までに順次志布志市のホームページへ

掲載する。 

５ 企画提案書等の提出 

参加事業者は、以下のとおり選考に必要な書類（以下、提出書類）を直接持参又は郵 

送により提出すること。 

なお、提案は１者につき１つの提案の提出に限る。 

 

⑴  提出書類 

提出書類 部数 

1.企画提出書（様式第２号）  １部 

2.企画提案書（任意の様式）  ９部 

3.【別紙１】機能要件一覧表 ９部 

4.企画提案書の電子データ（CD-Rまたは DVD-R） １枚 

5.見積書（様式第３号） １部 

6.費用見積明細書（構築費用）（様式第６号） １部 

7.費用見積明細書（令和８年度以降保守費用）（様式第７号）  １部 

 

⑵ 提案書などの提出 

ア 提出期間 

令和７年８月５日（火）から令和７年８月 20日（水）（必着） 
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なお、閉庁日を除く午前９時から午後５時までに提出すること。 

イ 提出場所 

志布志市役所 総合政策課ＤＸ・広報グループ 

〒899-7192 鹿児島県志布志市志布志町志布志２丁目１番１号 

６ 企画提案書等の作成 

⑴ 企画提案書などの作成 

【別紙２】企画提案書作成要領に基づき作成すること。 

⑵ 見積書の作成     

  ア 見積金額は、見積もった契約金額の 110分の 100に相当する金額を記載するものと

する。 

イ 見積金額の算定基礎（ライセンス費、導入役務、運用支援、研修費、サーバー利用

料など、本業務にかかるすべての費用の合計を費用見積明細書（構築費用）（様式第

６号）に記載すること。ただし、構築費用の合計金額は、6,127,000円以内（消費税

および地方消費税を含む）とする。 

ウ 次年度以降の単年度のサービス利用・保守費用にかかるすべての費用を費用見積明

細書（次年度以降保守費用）（様式第７号）に記載すること。 

 

第３ 提案評価に関する事項                  

１ 選考方法 

選考は、志布志市プロポーザル方式実施規程に定める評価会（以下「評価会」という。） 

が提案に関するプレゼンテーションの審査（非公開）によって行うものとする。 

その際、プレゼンテーションの出席者は３名以内とし、管理責任者となる者は必ず出 

席すること。プレゼンテーションの時間は 40分以内で、その後質疑応答（15分程度） 

を行うものとする。 

なお、プレゼンテーションの実施は、令和７年８月 28日（木）を予定しているが、 

時間等の詳細は８月 20日（水）までに企画提案書等の提出を行った参加事業者に電子 

メールで通知するものとする。 

(1) 評価 

ア 評価は、別記１「評価基準表」により行うものとする。 

イ 企画提案書及びプレゼンテーションによる評価の合計点が上位の者を受託候補者 

に決定し、次に得点の高かった者を次点の受託候補者として決定する。 

ウ 最高得点を取得した者が２者以上ある場合は、見積金額の最も低い者を受託候補者 

とする。更に見積金額が同額である場合は、くじ引きとする。 

エ 評価会において最低基準（基準点合計の６割）を設けることとし、最低基準を満た

さなかった場合は、再度公募を行うものとする。 
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オ 参加事業者が１者の場合も審査は実施し、最低基準を満たす場合に限り、受託候 

補者とする。 

(2) 選考結果 

選考結果は、令和７年９月 16日（火）（予定）以降、プレゼンテーションに参加した 

参加事業者に電子メールで通知し、市ホームページで公開するものとする。 

(3) その他 

プレゼンテーションにおいて、対面または非対面（オンライン）どちらでも対応可能 

とする。 

対面時に、パソコン、プロジェクター等を使用する場合は、志布志市総合政策課ＤＸ・ 

広報グループに事前に連絡すること。なお、プロジェクター及びスクリーンは当市で準

備するが、パソコン、その他の機材等は各参加事業者にて用意すること。 

 非対面（オンライン）時は、Microsoft Teamsを使用するものとし、本市よりインビ

テーションを電子メールにて送付する。 

 

第４ 契約の締結                  

(1) 受託候補者と業務内容について協議を行い、詳細が確定した上、契約の締結を行う。 

(2) 受託候補者が何らかの理由により契約を行えなかった場合には、次点の者を受託候 

補者として契約締結の交渉を行う。 

 

第５ その他                  

(1) プレゼンテーションの参加者が資料作成等に要した費用については、参加者の負担 

とする。 

(2) 定められた提出期限内に企画提案書等の提出がない場合や、プレゼンテーションに 

欠席する場合、又は参加辞退届出書の提出があった場合は、参加資格を失う。 

(3) 参加申込書又は企画提案書に虚偽の申告又は記載をしたことが判明した場合には、当 

該企画提案書は無効とし、既に受託者に選定され契約を締結した後でも、これを破 

棄することができることとする。 

(4) 提出期限以降、原則として企画提案書に記載された内容の変更は認めない。 

(5) 提出された企画提案書等の返却はしない。 

なお、提出された企画提案書は、業務目的以外のものには使用しないものとする。 

(6) 本要項に定めのない事項については、協議の上、決定する。 
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（別記１）評価基準表 

評価項目 評価内容 配点 

全
体
評
価 

経営規模及び信頼性 事業所としての経営規模、履行能力が十分であるか。  ５ 

同種又は類似業務の受

注実績 

国及び地方自治体における同種又は類似業務の受注実績は十分

にあるか。 
10 

提

案

項

目 

・

機

能

評

価 

業務の理解や提案の実

現性 

本市の業務委託の目的等を理解しており、明確的かつ具体的な

提案がなされているか。 
10 

提案書は分かりやすく説得力があり、実現可能な提案がなされ

ているか。 
10 

機能追加の考え方 
本市の要求事項以外に、友好な独自機能の追加など柔軟性があ

るか。 
20 

システムの説明 

企画提案書の内容と実システムまたは画面イメージが一致して

いるか。 
5 

誰もが直感的に操作できる分かりやすいＵＩ（インターフェー

ス）になっているか。 
10 

運用保守の考え方 
運用時におけるサポート体制とサポート内容が適正なものとな

っているか。 
10 

セキュリティ対策 

サーバのデータバックアップや、ログ管理を定期的に行ってい

るか。 
10 

安定したシステム稼働を提供するため、データセンターやサー

バ等のセキュリティ対策が明確に示されているか。 
10 

実施スケジュール 作業項目及びツールが分かりやすく妥当なものであるか。 10 

業務実施体制 
業務実施体制が十分であり、本業務に参画する社員の実績、資

格が十分であるか。 
10 

全 120点×審査員５名＝小計 600点  

客
観
的
評
価 

要件一覧表 

 項目数 ◎ 〇 △ × 

必須 63 ０点 -５点 -10点 ‐20点 

推奨 17 20点 10点 ５点 ０点 
 

340 

提案見積額（構築費用） 
満点×（提案価格のうち最低価格） 

（80 点） （自社の提案価格） 
80 

提案見積額（次年度以降

保守費用） 

満点×（提案価格のうち最低価格） 

（80 点） （自社の提案価格） 
80 

小計 500点  

全体評価 審査員評価 600点+客観的評価 500点＝1,100点満点 1,100 

 


